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▲東京の研究者、森本六爾からの葉書。この
葉書の依頼によって、馬見塚遺跡について
の詳細な報告を『考古学研究』に掲載しま
した。　　　（所蔵：一宮市立中央図書館）

　
森
徳
一
郎
は
、
一
宮
市
出
身
の
郷
土
史
家
で
す
。

全
国
的
に
も
有
名
な
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
馬

見
塚
遺
跡
を
発
見
・
報
告
し
、
『
一
宮
市
史
』
を

編
さ
ん
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
一
郎
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一

月
二
日
に
丹
羽
郡
浅
野
村
（
現
在
の
一
宮
市
浅
野
）

の
味
噌
醤
油
醸
造
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
岐
阜

県
立
東
濃
中
学
校
中
退
後
、
青
年
時
代
は
俳
人
を

志
し
、
佐
藤
紅
緑
・
河
東
碧
梧
桐
に
学
び
、
浅
野

守
・
吐
句
一
楼
な
ど
と
号
し
ま
し
た
。

　
徳
一
郎
が
二
十
六
歳
の
頃
、
浅
野
村
内
の
浅
野

長
政
公
宅
跡
の
顕
彰
を
志
し
ま
す
。
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
に
浅
野
史
蹟
顕
彰
会
を
結
成
し
、
浅
野

長
政
公
宅
跡
の
公
園
化
に
尽
力
し
ま
し
た
。
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
浅
野
史
蹟
公
園
の
記
念

碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
配
付
さ
れ
た
の

が
『
浅
野
荘
と
浅
野
氏
』
で
し
た
。
こ
の
本
を
契

機
と
し
て
、
徳
一
郎
の
郷
土
史
家
と
し
て
の
人
生

が
始
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。
後
に
、
徳
一
郎
は
「
此

本
を
作
る
た
め
に
、
大
正
元
年
以
来
浅
野
史
蹟
を

中
心
と
し
て
、
戦
国
時
代
の
尾
張
関
係
史
料
を
蒐

め
ま
し
た
の
が
病
み
つ
き
で
、
郷
土
史
に
興
味
を

も
ち
」
（
『
一
宮
市
史
資
料
本
の
解
説
』
よ
り
）

と
、
郷
土
史
研
究
の
き
っ
か
け
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
馬
見
塚
遺
跡
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

に
徳
一
郎
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
全
国
的
に
も
尾

張
平
野
を
代
表
す
る
、
有
数
の
縄
文
時
代
の
大
集

落
遺
跡
と
し
て
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
発
見
し
た
当
時
は
、
尾
張
平
野
部
に
は
先

史
時
代
の
遺
跡
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
に
わ
か
に
は
学
会
で
も
信
じ
が
た
く
、

驚
き
を
も
っ
て
そ
の
発
見
は
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
正
十
四
年
秋
、
徳
一
郎
は
馬
見
塚
区
長
か
ら

畑
地
で
採
集
し
た
石
器
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
は
「
是
が
石
器
時
代
遺
蹟
か
ら
で

も
で
た
も
の
と
す
れ
ば
大
木
を
伐
る
に
用
ひ
た
石

の
斧
だ
と
も
云
へ
ま
せ
う
が
、
そ
ん
な
も
の
は
此

地
方
に
有
る
筈
は
な
い
が
然
し
斯
う
し
た
物
が
一

個
き
り
出
た
と
は
不
思
議
だ
か
ら
尚
一
層
注
意
し

て
頂
き
た
い
」（『
馬
見
塚
甕
棺
群
の
眞
相
（
一
）』

よ
り
）
と
言
う
の
み
で
、
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
翌
年
の
夏
、
ま

た
奇
妙
な
形
の
石
が
畑
か
ら
採
集
で
き
た
と
区
長

か
ら
聞
き
遺
物
を
見
た
と
こ
ろ
、
石
斧
や
石
冠
、

土
器
の
破
片
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
確
認
し
た
際
、

「
私
は
自
分
の
眼
を
疑
つ
た
―
私
は
手
に
も
取
ら

ず
も
う
一
度
眺
め
廻
し
た
―
が
、
正
し
く
夢
で
は

な
い
見
事
な
石
器
時
代
遺
物
の
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
晴
天
の
霹
靂
！
」
（
前
掲
同
よ
り
）
と
そ

の
時
の
興
奮
を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
次
の
日
か

郷
土
史
家

郷
土
史
家
・
森
徳
一
郎

森
徳
一
郎

馬
見
塚
遺
跡
の
発
見

馬
見
塚
遺
跡
の
発
見

も
り
と
く
い
ち
ろ
う

さ

と
う
こ
う
ろ
く

あ
さ
の
の

か
み

と
　
く

い
ち
ろ
う

か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

こ
の

あ
つ

ま
　

こ
れ

こ
の

こ

せ
き

ふ

か
め
か
ん

せ
っ
か
ん

へ
き
れ
き

み
　
づ
か

ほ
ん

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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▲『馬見塚二タ子出土物略圖』
　より、甕棺出土状況の注記
　（所蔵：一宮市立中央図書館）

▼『馬見塚二タ子出土物略圖』
　より、出土遺物の注記
　（所蔵：一宮市立中央図書館）

▲森徳一郎自筆の著書群（一部）。
　表紙にはそれぞれに違うものを
　選んでおり、森の洒落っ気と
　こだわりがうかがえます。
　　　（所蔵：一宮市立中央図書館）　

ê
『
一
宮
市
史
』
資
料
　

（
所
蔵
　
一
宮
市
立
中
央
図
書
館
）

：

「
森
徳
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
一
生
を
郷
土
史
の

研
究
に
捧
げ
た
森
徳
一
郎
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
一

九
七
二
）
永
眠
し
ま
し
た
。
生
前
、
幼
く
し
て
亡

く
な
っ
た
双
子
の
弟
徳
治
郎
を
思
い
、
「
お
れ
わ

双
子
の
片
わ
れ
だ
か
ら
一
代
に
二
人
前
の
仕
事
を

せ
ん
な
ら
ん
」
（
『
随
筆
　
観
音
の
ヘ
ソ
』
よ
り
）

と
語
っ
た
通
り
の
生
涯
で
し
た
。
没
後
四
十
一
年
、

森
徳
一
郎
の
業
績
を
今
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
わ

た
し
た
ち
が
暮
ら
す
一
宮
を
改
め
て
振
り
返
る
き
っ

か
け
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
一
宮
市
博
物
館
　
名
和
奈
美
）

﹇
附
記
﹈
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
一
宮
市
立
中
央
図
書

館
に
は
写
真
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

﹇
参
考
文
献
﹈

『
尾
張
史
料
の
新
研
究
』、『
一
宮
市
史
資
料
本
の
解
説
』、

『
随
筆
　
観
音
の
ヘ
ソ
』
な
ど

ら
調
査
を
始
め
、
つ
い
に
「
甕
棺
」（
合
せ
口
土
器

棺
）
を
発
見
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
遺
跡
の
評
価

は
高
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
大
場
磐
雄
や
森
本
六

爾
な
ど
、
各
地
の
様
々
な
研
究
者
を
馬
見
塚
に
案

内
す
る
と
と
も
に
、
『
馬
見
塚
二
タ
子
出
土
物
略

圖
』
に
発
見
者
や
出
土
遺
物
・
出
土
状
況
の
詳
細

を
記
録
し
考
察
を
続
け
、
結
果
を
『
考
古
学
研
究
』

な
ど
の
学
会
に
発
表
し
、
馬
見
塚
遺
跡
が
全
国
に

名
を
馳
せ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
郷
土
史
研
究
を
続
け
る
中
、
徳
一
郎
は
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
一
宮
市
史
編
さ
ん
を
委
嘱
さ

れ
、
資
料
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
収
集
し
た
資

料
の
表
紙
に
は
、
「
紙
も
製
本
の
も
名
古
屋
を
眞

似
て
、
表
紙
の
浮
出
し
マ
ー
ク
古
鏡
形
も
私
の
考

案
執
筆
」
（
『
一
宮
市
史
資
料
本
の
解
説
』
よ
り
）

し
た
も
の
を
使
う
ほ
ど
で
、

市
史
編
さ
ん
に
情
熱
を

そ
そ
い
で
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
後
、

近
隣
の
町
村
と
の
合
併

を
前
に
、
昭
和
十
四
年
（
一

九
三
九
）
に
十
四
年
の

歳
月
を
経
て
、
『
一
宮

市
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
『
一
宮
市
史
』
の
編
さ
ん
が
終
わ
っ
た
後
も
、

続
い
て
『
一
宮
市
史
　
西
成
編
』
や
『
起
町
史
』

を
刊
行
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
郷
土
史
の
編
さ
ん

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
編
さ
ん
事
業
と
平
行
し
て
、

徳
一
郎
自
身
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
も
続
け
ら
れ
、

多
数
の
著
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
に

ふ
る
さ
と
の
偉
人
を
見
直
す

ふ
る
さ
と
の
偉
人
を
見
直
す

『
一
宮
市
史
』
編
さ
ん

一
宮
市
史
』
編
さ
ん

お
お

ば

い
わ

お

ま
　
み

づ
か

ふ
　
た
　
ご
し
ゅ
つ
ど

ぶ
つ
り
ゃ
く

ま

ね

こ
き
ょ
う
が
た

も
り
も
と
ろ
く

ず じ
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加入団体の紹介

加入団体の紹介 （洋画部門）プルシャンブルー

（俳句部門）一宮市尾西市民俳句会（いちのみやしびさいしみんはいくかい）

ë
絵
画
展
に
て

【問合せ先】三浦　健治　A（058）398－1769

～これからの人生を豊かに生きる～

　私達は、今が青春であると、一歩踏み出した元

気な仲間が集まった、絵画をこよなく愛する団体

です。毎月第１、第３木曜日の午後に尾西南部生

涯学習センターで、三輪清弘先生を講師に、ユー

モアを混ぜながら楽しく、時には厳しく、絵を描

く喜びを教えていただきながら活動しています。

発足して五年、「心豊かに皆で楽しく」という結

成からのモットーを大切にして活動しています。

　去年の５月には玉堂記念木曽川図書館で、絵画

展を開催しました。大作に挑戦し、出展にこぎつ

けるまでに苦労した会員もいましたが、その作品

を展示したときの喜びは、何ものにも代えがたい

ものになりました。会員の創意工夫により、700

名もの方々にご高覧いただき、味わうことができ

た喜びと、驚き・達成感は忘れられません。

　９月には三岸節子記念美術館で他のグループと

一緒に開催する尾西展にも参加しました。私達の

参加する一番大きな展覧会で、更なるレベルアッ

プを求めて、毎年真剣に取り組んでいます。他に

も、普段とは違った雰囲気を味わうことができる

スケッチ旅行なども行っています。

　絵画をとおして、会の仲間や、他のグループと

も絆を深め、楽しく自己研鑽に努めていきたいと

思います。ぜひ一度、教室を見に来てください。

ë
Û
Ò
Ú
Ù
年
　
新
年
句
会
に
て

【問合せ先】土井　卓美　A61ー0199

　一宮市尾西市民俳句会は、毎月第２土曜日に「起

つどいの里」で、誰でも自由に参加できる俳句教

室を開いています。俳誌の輪読と、持ち寄った自

分たちの句を自由に推敲するという楽しく気軽な

教室です。

　普段は「尾西牡丹会」「尾西新樹会」という俳

句の団体と一緒に活動しており、その定例行事と

して毎月第３土曜日の午後に、尾西歴史民俗資料

館で、詠む題が決められている兼題を一句と、自

由な題で詠む雑詠を四句持ち寄って、句会を開催

しています。また、会員の懇親と研修のために、

原則として泊まりと日帰りの吟行会を年１回ずつ

行っています。

　毎年の一大行事としては、他の団体や一般の方

にも広く参加していただいて「一宮市尾西俳句大

会」を尾西生涯学習センターで開催しています。

　俳句は難しく、縁のないものと、頭から決めら

れて敬遠されがちですが、実際やってみると意外

と簡単に取り掛かることができ、やればやる程、

面白さを感じることができます。また友人も増え、

何よりお金がかからず、いつでもどこでも作るこ

とができるので、頭の体操にもなり、健康増進に

もつながります。

　初心者の方でもベテランの方でも、どなたでも

お気軽にお問合せください。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（声楽・合唱部門）一宮第九をうたう会（いちのみやだいくをうたうかい）

（茶道部門）表千家尾西古田社中（おもてせんけびさいふるたしゃちゅう）

ë
Û
Ò
Ú
Ù
年
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

【問合せ先】高井　光信　A72－6210

　一宮第九をうたう会は、今年で結成25周年を

迎えます。昭和63年10月12日に一宮青年会議所

主催による「いちのみや市民音楽会・山本直純と

第九をうたおう」に参加した者の中から、「この

まま解散するのは惜しい」「もう一度、第九を歌

おう」という声があり、同年12月に発足しました。

　会員全員で精力的に活動を行っており、現在は

隔年で定期演奏会を開催し、今年がちょうどその

年にあたります。結成25周年記念事業の第1弾と

して、1月20日に　ービルで「ニューイヤーコン

サート」を開催しました。第2弾としては秋に「第

17回一宮市民音楽会」を開催予定で、ドイツの

作曲家であるカール・オルフが作曲し、１曲目の

「おお運命の女神よ！」が有名な「カルミナ・ブ

ラーナ」をメインに考えています。

　他にも、毎年「愛知県合唱祭」や「一宮合唱祭」

に参加し、愛知県合唱連盟主催事業への出演、そ

の他演奏会にも賛助出演しています。

　私達の特色は、ベートーヴェンの第九交響曲が

基礎にあり、そのメッセージ「人類愛という大き

な愛」を伝えていくことにあります。これからも

地域文化の向上に貢献したいと思っています。毎

週火曜日、午後７時からカトリック一宮教会ホー

ルにて練習をしています。ぜひ見学に来てくださ

い。どなたでも歓迎いたします。

ë
発
表
会
を
終
え
ホ
ッ
と
一
息

【問合せ先】鬼頭　佳子　A62ー4700

　お茶処であるこの尾張地方では、お抹茶でおも

てなしがしたい、お茶会での作法を学びたいとい

う方が多いようです。また、日本の伝統文化であ

る茶道は味を楽しむだけではなく、季節のお花や

お菓子、掛け軸や茶器を見て楽しむ、日本の和を

感じさせてくれます。

　私達は、旧尾西市の文化講座終了後に、生活の

中に潤いをと自主グループを立ち上げ、30有余

年になります。お稽古は先生のお宅で金曜日の午

前と土曜日の午後に、また尾西生涯学習センター

の日本間で月曜日の夜間に行っています。発表の

場としては、毎年、秋に行われる尾西公民館文化

祭や尾西華道展・お茶会などがあります。

　昨年は先生の友人の茶室開きの折に、茶事の勉

強をさせていただき、秋には奈良県にある西大寺

の大茶盛式に参加できました。

　また、常滑市の陶芸教室へ作陶に出かけ、抹茶々

碗、菓子器などを作りました。１作１作ご指導の

もと、できあがった素晴らしい作品に、会員は皆、

大変満足していました。

　普段のお稽古は和気あいあいで、「今年も楽し

く、厳しいお稽古に」と頑張っています。いつで

もどなたでも大歓迎です。「一期一会」を大切に

するお稽古をぜひ見に来てください。
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企
画
展
「
近
代
の
洋
装
と
毛
織
物

〜
文
明
開
化
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」

日
時
e
４
月　

日
º
〜
６
月
２
日
∂

２７

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
及
び
、
祝
日
の
翌
日
休
館
。

以
下
同
じ
）

内
容
e
近
代
の
大
礼
服
や
軍
服
な
ど
を

展
示
し
、
日
本
に
お
け
る
服
装

の
洋
装
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

高
大
生　

１
０
０
円

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
（
以

６５

下
同
じ
）

企
画
展

　
　
「
阿
弥
陀
信
仰
と
木
曽
川
流
域
」

日
時
e
６
月　

日
º
〜
７
月　

日
∂

１５

２８

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
木
曽
川
流
域
の
阿
弥
陀
信
仰
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
「
三
岸
節
子　

花
の
祭
典
」

日
時
e
４
月
９
日
∏
〜
７
月　

日
¥

１５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
及
び
、
祝
日
の
翌
日
休

館
。）

内
容
e
各
年
代
に
描
か
れ
た
花
の
作
品

を
中
心
に
展
示
し
、
様
々
な
姿

を
み
せ
る
�
節
子
の
花
�
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

高
大
生　

２
１
０
円

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

「
第　

回
懐
か
し
の

１５

　
　
　

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月　

日
¥

２０

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
イ
ギ
リ
ス
製
の
蓄
音
機
で
Ｓ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
の
邦
楽
・
洋
楽　

曲
２３

を
聴
き
ま
す
。

入
場
料
e
無
料

生
誕　

年
記
念

１２０

特
別
展
「
市
川
房
枝
展
」

日
時
e
５
月　

日
º
〜
７
月
７
日
∂

２５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
及
び
、
祝
日
の
翌
日
休

館
。）

内
容
e
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

婦
人
運
動
家
と
し
て
活
躍
し
た

一
宮
市
明
地
出
身
で
あ
る
市
川

房
枝
の
生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

「
市
川
房
枝
展
」
関
連
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
講
演
会

内
容
e
婦
選
運
動
に
尽
力
し
た
市
川
房

枝
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
５
月
号
広
報
を
参
照
。

講
座
「
美
濃
路
探
訪
〜
春
・
尾
張
編
〜
」

日
時
e
①
５
月　

日
∂

１２

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

②
５
月　

日
∂

１９

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
主
要
な
街
道
で
あ

っ
た
美
濃
路
に
つ
い
て
、
歴
史

と
現
在
の
様
子
を
講
義
と
現
地

学
習
で
学
び
ま
す
。

①
講
義

②
バ
ス
現
地
実
習
（
か
な
り
歩

き
ま
す
。）

定
員
e　

名
（
①
の
み
は　

名
）

３７

４８

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。
詳
し
く
は

４
月
号
広
報
を
参
照
。

「
舟
木
一
夫
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３
」

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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日
時
e
４
月
６
日
º
午
後
３
時　

分
〜

３０

（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
Ｓ
席　

８
、
０
０
０
円

Ａ
席　

７
、
０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可
、

以
下
同
じ

「
Ｔ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト

森
友
嵐
士A

coustic
Live

2
0
1
3

 

『
男
た
ち
の
宴
』」

日
時
e
６
月　

日
º　

午
後
５
時
〜

１５

（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
、
０
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A
（　

）
２
２
８
６

５１

日
時
▼
３
月
９
日
º
・
４
月　

日
º

１３

５
月　

日
º
・
６
月
８
日
º

１１

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A
（　

）
４
６
５
４

６２

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

１０

１４

６
月
９
日
∂　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
ª　

午
前
９
時
〜

１７

行
先
▼
徳
山
ダ
ム
、
横
蔵
寺
（
岐
阜
県

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
∑
ま
で
に
事
務
局

２２

A
（　

）
０
０
１
３
へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先　

彩
の
会
】

　

A
（　

）
９
６
６
１

６２

日
時
▼
３
月　

日
∏
〜　

日
∂

１２

１７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

日
１７

は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容
▼
野
菜
シ
リ
ー
ズ
と
自
由
な
テ
ー

マ
で
約　

点
の
作
品
を
展
示
し

２０

ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２４

２８

５
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂　

２６

２３

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

２８

行
先
▼
芭
蕉
翁
生
家
、
上
野
城
（
三
重

県
伊
賀
市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申
込
み
▼
５
月　

日
ª
ま
で
に
事
務
局

１０

A
（　

）
０
０
１
３
へ
連
絡

８４

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A
（　

）
４
５
３
６

７７

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２４

２８

　
　
　

５
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂

２６

２３

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

民
謡
長
澤
会
】

　

A
（　

）
６
７
６
８

６２

日
時
▼
３
月　

日
∂　

午
前　

時　

分

３１

１０

３０

〜
（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

内
容
▼
三
味
線
・
太
鼓
の
演
奏
と
共
に
、

民
謡
を
唄
い
ま
す
。
ま
た
、
舞

踊
、
マ
ジ
ッ
ク
等
の
賛
助
出
演

も
あ
り
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

花
畑
】

　

A
（　

）
０
０
３
７

８７

日
時
▼
４
月
１
日
∑
〜
５
月　

日
ª

３１

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
第
˜
回　

彩
の
会
水
彩
画
展
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
民
謡
ま
つ
り
』

『
小
作
品
展
』
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［編集・発行］一宮市芸術文化協会

【
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
】

　
　

月
２
日
∂
、
扶
桑
文
化
会
館
を

１２
会
場
に
、
西
尾
張
部
に
所
属
す
る　
１０

の
各
文
化
協
会
の
団
体
に
よ
り
、
愛

知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
は
「
箏
曲
」

を
は
じ
め
、「
大
正
琴
」「
民
踊
」「
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
」「
民
謡
」「
銭
太
鼓

・
歌
謡
」「
吹
奏
楽
」
と
多
種
に
わ
た

り
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
「
旭
雅
楽
会
」
の

皆
様
が
出
演
し
、「
乙
女
の
舞
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
「 
豊  
栄 
の
舞
」
と
、

と
よ 
さ
か

平
和
祈
願
の
舞
で
あ
る
「
浦
安
の
舞
」
と
い
う
演
目
を
披
露
い
た
し

ま
し
た
。 
龍  
笛 
や 
篳  
篥 
、 
笙 
な
ど
の
、
凛
と
し
な
が
ら
も
、
と
て

り
ゅ
う 
て
き 

ひ
ち 
り
き 

し
ょ
う

も
心
地
よ
い
音
色
と
、見
て
い

る
者
の
心
を
落
ち
着
か
せ
て

く
れ
る
舞
は
、雅
楽
が
日
本
伝

統
の
音
楽
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、ど
の
団
体
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
よ
う
と
気
持
ち
が
こ
も

っ
て
お
り
、寒
さ
が
厳
し
い
師

走
を
迎
え
た
時
期
に
、大
変
心

温
ま
る
ひ
と
と
き
を
、過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

A
（　

）
５
２
２
１

７３

日
程
▼
４
月　

日
∂

２１

会
場
▼
石
刀
神
社
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A
（　

）
２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
前　

時
〜

１２

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
会
員
に
よ
る
演
奏
会
。
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タＫ

Ｖ
.

５３３

終
楽
章
、ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の

ス
ラ
ブ
舞
曲
集O
P
.７２

よ
り
第

２
番
、
第
７
番
な
ど
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A
（　

）
０
０
１
３

８４

日
時
▼
６
月
６
日
∫
〜
９
日
∂
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
（
９
日
は
午
後

４
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
加
入
団
体
か
ら
選
抜
さ
れ
た
作

家
の
「
日
本
画
」「
洋
画
」「
彫

刻
・
立
体
」「
工
芸
」「
デ
ザ
イ

ン
」「
書
」「
写
真
」
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。（
土
日

祝
日
を
除
く
）

会
場
▼
大
垣
共
立
銀
行
木
曽
川
支
店
ロ

ビ
ー

内
容
▼
会
員
の
水
彩
画
の
力
作
を
展
示

し
ま
す
。
会
期
中
、
作
品
の
入

れ
替
え
も
行
い
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
彩
】

　

A
（　

）
０
４
３
０

６９

日
時
▼
４
月　

日
∏
〜　

日
∂

１６

２１

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

日
２１

は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

会
場
▼
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容
▼
会
員
の
水
彩
画
の
力
作
を
展
示

し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A
（　

）
０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂
午
前
９
時　

分
〜

２１

３０

会
場
▼
産
業
体
育
館

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
、
仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

『
2
0
1
Ù　
一
宮
総
合
美
術
展
』

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》（
報
告
）

『
尾
彩　

第
˜
回
水
彩
画
展
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■


